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第１号議案 平成 27年度事業報告について 

 

１ 南信州公共交通システム認知度向上事業 

地域住民に「南信州公共交通システム」を広く周知し、自家用車主体の生活様式から、公共交通を交

通手段のひとつの選択肢と意識付けするための利用促進・転換事業の推進を行う。 

（１）広報誌の発行〔№８パブリックコメントの募集（12月号）・№９（３月号）発行、45,070部全戸

配布・一部組合回覧〕 
ア 12月号掲載内容「すきです南信州（南信州広域連合広報）」 
・南信州地域公共交通網形成計画案に関するパブリックコメントの募集の周知 

イ ３月号掲載内容「のってみまいか公共交通№９号」 
・公共交通を使ったおでかけプラン第５弾「天龍村」 
・エコ通勤の啓発 

（２）飯田広域消防と連携したバスの写生大会及び乗り方教室の実施。 

   開催日：平成 27年９月 21 日（月）敬老の日 

場 所：飯田広域消防本部 

参加者：120名 

バスの乗り方受講人数：60 名 

 
 
 
 
２ 情報提供事業 
（１）タブレットやスマートフォンに対応するため 「南信州公共交通インフォメーション」の改修 を

行い、当圏域の公共交通の情報発信や利用者にわかりやすい路線図・時刻表（目的別時刻表等）

を提供し公共交通利用者の利便性向上に繋げた。 
  

ＵＲＬ http://kk.minami.nagano.jp/ 

 

 
 
３ 各地域公共交通会議及び市町村等各関係機関と連携した既存公共交通の改善事業・利便性向上事業 
 公共交通をより利用しやすいものとするため、当地域における各関係機関と連携し改善を図る。 
（１）運転手の接遇研修会 を実施し、圏域全体の公共交通のサービスレベルの向上を図った。 

開催日：平成 27 年７月 26 日（日） 

場 所：飯田市鼎文化センター 学習展示室 

出席者数：20名 
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（２）圏域全体の路線バスカラー・ナンバリングを再検討 し、平成 28 年度に改修を予定する方向幕及

び時刻表への反映に繋げた。 

（３）ホームページで提供する、バス時刻表のフォーマットの統一化 を実施。時刻表（紙ベース）の統

一化に繋げた。 

（４）各関係機関との情報交換等の実施により、既存公共交通の運行見直しや乗り継ぎの改善を図る。 

平成 28 年１月 22 日に バスのダイヤ調整会議を開催 し、接続路線におけるシームレスダイヤに

ついて調整を図った。 
（５）各関係機関のはたすべき役割に対し側面的支援または協働実施する。 

各地域公共交通会議への出席。各地域公共交通会議と協働し利用促進・利用転換事業の推進を行

った。 

（６）リニア中央新幹線開業を見据えた新たな公共交通網の基盤づくりに関する検討・研究を行う。 

   地域公共交通の再編に係る研究会を設立 し、再編実施計画策定に関する研究を行った。 
 
４ 公共交通利用促進・利用転換事業 
対象者ごとに利用促進、利用転換事業を実施し利用者拡大を図る。 

（１）エコ通勤（電車・バス）の啓発活動 
ア 自家用車を利用している通勤層をターゲットとし、ＦＭコミュニティを活用したエコ通勤の啓

発活動を実施。 
    第１回 忘年会・新年会時期 平成 27年 12月 21日から平成 28年１月 20日 １日２回放送 

第２回 歓送迎会時期    平成 28年 ３月 21日から平成 28年４月 16日 １日２回放送 

イ 月刊いいだ４月号への掲載 
（２）小学生、中学生に対するバスのワークショップの開催 

公共交通から学ぶ環境問題のワークショップ及びバスの乗り方教室、乗車体験の実施。 

   豊丘北小学校 ６年生及び教員 20名 

   根羽中学校  ３年生及び教員 35名 

   天龍中学校  ３年生及び教員 ５名 

大鹿村中学校 ３年生及び教員 ６名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）高等学校新入生に対する公共交通利用啓発活動 

南信州圏域の８高校におけるオリエンテーションの際に公共交通利用に関するチラシを配付。 
配付枚数 1,690 枚 

豊丘小学校での乗り方教室 大鹿中学校での乗り方教室 
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５ 結節点停留所整備事業 

 中心地の拠点である飯田市立病院結節点停留所に 電子検索端末機を設置 し、乗継案内情報を発信す

る。飯田市立病院を経由し移動することができる路線を検索可能。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ JR飯田線の利用促進事業 

JR飯田線活性化期成同盟会をはじめとする、沿線市町村、関係各機関とともに維持確保に向けた利用

促進の取り組みの検討、啓発活動を行う。 

【再掲】エコ通勤（電車・バス）の啓発活動 
（１）自家用車を利用している通勤層をターゲットとし、ＦＭコミュニティを活用したエコ通勤の啓発

活動を実施。 
第１回 忘年会・新年会時期 平成 27年 12月 21日から平成 28年１月 20日 １日２回放送 
第２回 歓送迎会時期    平成 28年 ３月 21日から平成 28年４月 16日 １日２回放送 

（２）月刊いいだ４月号への掲載 
 
７ 南信州地域公共交通網形成計画策定 

圏域全体の公共交通のマスタープランとして、関係機関、市町村と連携して策定し、４月に国土交通

大臣に提出済み。 

開催日 会議等 内容 

平成 27年５月 18日 第１回網形成計画策定委員会 網形成計画策定に向けた講演等 

平成 27年 11月 10日 第２回網形成計画策定委員会 網形成計画骨子（案）の検討等 

平成 27年 12月 18日 第３回網形成計画策定委員会 網形成計画（案）検討等 

平成 28年２月 25日 第４回網形成計画策定委員会 パブリックコメントの結果報告等 

平成 28年１月１日～１月 31日 パブリックコメントの募集 意見等５件 

平成 27年３月 25日 南信州地域交通問題協議会総会 網形成計画（案）の承認 
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第１号議案 平成 27 年度決算報告について 

 

収入金額

支出金額

差引残額

（収入） （単位：　円）

予算額 決算額 比較増減

3,223,000 3,223,000 0

0 0 0

2,119,896 2,119,896 0

104 676 572

5,343,000 5,343,572 572

（支出） （単位：　円）

予算額 決算額 比較増減

733,000 328,999 △ 404,001

報償費 435,000 224,183 △ 210,817

旅費 205,000 49,256 △ 155,744

消耗品・事務費 93,000 55,560 △ 37,440

4,600,000 2,577,342 △ 2,022,658

0 0 0

10,000 0 △ 10,000

5,343,000 2,906,341 △ 2,436,659

差引残高 2,437,231 円は、次年度に繰り越します。

計

通信運搬費、振込手数料、消耗品等

事業費
利用促進事業
（広報誌、結節点整備事業、南信州公共交
通インフォメーションの維持管理等）

補助金

予備費

科　目 備　考

運営費

委員等報償費（策定委員会４回、総会2回）

講師旅費、委員旅費（計画策定委員会4回、総会2回）

繰越金 前年度繰越金

諸収入 利息

計

平成27年度　南信州地域交通問題協議会　会計決算書

科　目 備　考

負担金 南信州広域連合負担金

補助金

5,343,572 円

2,906,341 円

2,437,231 円
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第２号議案 平成 28 年度事業計画（案）について 

１ 南信州公共交通システム認知度向上事業   事業費 800千円 

地域住民に「南信州公共交通システム」を広く周知し、自家用車主体の生活様式から、公共交通を

交通手段のひとつの選択肢と意識付けするための利用促進・転換事業の推進を行う。 

（１）広報誌の発行（№10号平成 28 年 12月発行予定、№11号平成 29年３月発行予定） 

  「のってみまいか公共交通（電車やバスを利用したおでかけプラン）」を発行し、公共交通利用

への関心を高める。 

（２）消防写生大会などのイベントにおいて バスの乗り方教室を開催 する。〔平成 28計画推進事業

活用〕 

（３）景観標識を考慮した バス停留所の統一デザイン に関する研究を行う。 

 

２ 情報提供事業   事業費 800 千円 

（１）ナンバリングを反映した バス時刻表の統一フォーマット を再検討し、よりわかりやすい情報

を発信し、来訪者を含めた公共交通利用者の利便性向上に繋げる。 

 

３ 既存公共交通の改善事業・利便性向上事業  事業費 1,600千円 

 公共交通をより利用しやすいものとするため、当圏域における各関係機関と連携し改善を図る。 

（１）関係機関と連携した公共交通の課題の改善 

関係各機関との情報交換等の実施により、既存公共交通の運行見直しや乗り継ぎの改善を図る。 

（２）バスの方向幕や時刻表へのナンバリングの反映。利用する路線を明確に表示することで、は

じめて利用する方でも安心して乗車することができる環境を整備し、利便性向上に努める。 

〔平成 28計画推進事業活用〕 

 

ナンバリング（一部抜粋） 

路線体系 路線名 ナンバリング 

基幹路線 

広域バス 駒場線 Ｗ０ 西部の基幹路線 

広域バス 阿島線 Ｅ０ 東部の基幹路線 

南部公共バス 阿南線 Ｓ０ 南部の基幹路線 

准基幹路線 

広域バス 遠山郷線 Ｅ１ 東部に接続する１番目 

広域バス 平岡線 Ｅ２ 東部に接続する１番目 

西部コミュニティバス（阿智－平谷－根羽線） Ｗ１ 西部に接続する１番目 

市民バス循環線 Ｃ１ 時計回りの１番目 

南部公共バス 温田線 Ｓ１ 南部に接続する１番目 

支線 
市民バス 久堅線 Ｃ２ 時計回りの２番目 

市民バス 千代線 Ｃ３ 時計回りの３番目 

方向幕イメージ（駒場線－飯田市立病院経由駒場行き） 

 

資料№２ 
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平成 28年度は、飯田市運行路線及び接続する以下の路線の整備を進める。（18路線） 

運行主体 路線名 

飯田市 
広域バス駒場線、広域バス阿島線、遠山郷線、平岡線、市民バス循環線、 

市民バス大休線、千代線、久堅線、三穂線 

南部公共バス 南部公共バス阿南線 

阿智村 伍和・智里線、浪合線、清内路線 

西部ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽを守り

育てる会 

阿智－平谷－根羽線（西部コミュニティバス） 

喬木村 氏乗線、喬木大島線 

豊丘村 滝川阿島北県道線、壬生沢線 

 

（３）各関係機関のはたすべき役割に対し側面的支援または協働実施する。 

（４）南信州地域公共交通網形成計画に基づき、地域公共交通の再編について、引き続き各市町村と

連携し研究を行う。 

 

４ 利用促進事業 事業費 300千円 

対象者ごとに利用促進事業を実施し利用者拡大を図る。 

（１）中学生、高校生、高齢者、企業などの対象者別にバスのワークショップを開催し、利用者の拡

大を図る。〔平成 28計画推進事業活用〕 

（２）名古屋大学と連携して利用促進、利用転換につながる企画を立案し、事業を実施する。 

 

５ 利用転換事業 事業費 600千円 

対象者ごとに利用転換事業を実施し利用者拡大を図る。 

（１）ＦＭコミュニティ等を活用し、自家用車を利用する通勤者に対し、公共交通を利用したエコ

通勤の啓発活動を実施 する。 

（２）JR飯田線を含めた公共交通の利用促進、利用転換事業を図る。 

 

６ 結節点停留所整備事業  事業費 500千円 

飯田駅観光案内所内に、南信州地域の路線バス時刻表や乗継情報を検索できる、電子端末機を整備

し、主に来訪者に対する二次交通の情報案内を行う。 
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平成 28年度事業計画 

１ 南信州公共交通システム認知度向上事業   事業費 800千円 

地域住民に「南信州公共交通システム」を広く周知し、自家用車主体の生活様式から、公共交通を

交通手段のひとつの選択肢と意識付けするための利用促進・転換事業の推進を行う。 

（１）広報誌の発行（№10号平成 28 年 12月発行予定、№11号平成 29年３月発行予定） 

  「のってみまいか公共交通（電車やバスを利用したおでかけプラン）」を発行し、公共交通利用

への関心を高める。 

（２）消防写生大会などのイベントにおいて バスの乗り方教室を開催 する。〔平成 28計画推進事業

活用〕 

（３）景観標識を考慮した バス停留所の統一デザイン に関する研究を行う。 

 

２ 情報提供事業   事業費 800 千円 

（１）ナンバリングを反映した バス時刻表の統一フォーマット を再検討し、よりわかりやすい情報

を発信し、来訪者を含めた公共交通利用者の利便性向上に繋げる。 

 

３ 既存公共交通の改善事業・利便性向上事業  事業費 1,600千円 

 公共交通をより利用しやすいものとするため、当圏域における各関係機関と連携し改善を図る。 

（１）関係機関と連携した公共交通の課題の改善 

関係各機関との情報交換等の実施により、既存公共交通の運行見直しや乗り継ぎの改善を図る。 

（２）バスの方向幕や時刻表へのナンバリングの反映。利用する路線を明確に表示することで、は

じめて利用する方でも安心して乗車することができる環境を整備し、利便性向上に努める。 

〔平成 28計画推進事業活用〕 

 

ナンバリング（一部抜粋） 

路線体系 路線名 ナンバリング 

基幹路線 

広域バス 駒場線 Ｗ０ 西部の基幹路線 

広域バス 阿島線 Ｅ０ 東部の基幹路線 

南部公共バス 阿南線 Ｓ０ 南部の基幹路線 

准基幹路線 

広域バス 遠山郷線 Ｅ１ 東部に接続する１番目 

広域バス 平岡線 Ｅ２ 東部に接続する１番目 

西部コミュニティバス（阿智－平谷－根羽線） Ｗ１ 西部に接続する１番目 

市民バス循環線 Ｃ１ 時計回りの１番目 

南部公共バス 温田線 Ｓ１ 南部に接続する１番目 

支線 
市民バス 久堅線 Ｃ２ 時計回りの２番目 

市民バス 千代線 Ｃ３ 時計回りの３番目 

方向幕イメージ（駒場線－飯田市立病院経由駒場行き） 
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平成 28年度は、飯田市運行路線及び接続する以下の路線の整備を進める。（18路線） 

運行主体 路線名 

飯田市 
広域バス駒場線、広域バス阿島線、遠山郷線、平岡線、市民バス循環線、 

市民バス大休線、千代線、久堅線、三穂線 

南部公共バス 南部公共バス阿南線 

阿智村 伍和・智里線、浪合線、清内路線 

西部ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽを守り

育てる会 

阿智－平谷－根羽線（西部コミュニティバス） 

喬木村 氏乗線、喬木大島線 

豊丘村 滝川阿島北県道線、壬生沢線 

 

（３）各関係機関のはたすべき役割に対し側面的支援または協働実施する。 

（４）南信州地域公共交通網形成計画に基づき、地域公共交通の再編について、引き続き各市町村と

連携し研究を行う。 

（５）リニア中央新幹線開業を見据えた新たな公共交通網の基盤づくりに関する検討・研究を行う。 

 

４ 利用促進事業 事業費 300千円 

対象者ごとに利用促進事業を実施し利用者拡大を図る。 

（１）中学生、高校生、高齢者、企業などの対象者別にバスのワークショップを開催し、利用者の拡

大を図る。〔平成 28計画推進事業活用〕 

（２）名古屋大学と連携して利用促進、利用転換につながる企画を立案し、事業を実施する。 

 

５ 利用転換事業 事業費 600千円 

対象者ごとに利用転換事業を実施し利用者拡大を図る。 

（１）ＦＭコミュニティ等を活用し、自家用車を利用する通勤者に対し、公共交通を利用したエコ

通勤の啓発活動を実施 する。 

（２）JR飯田線を含めた公共交通の利用促進、利用転換事業を図る。 

 

６ 結節点停留所整備事業  事業費 500千円 

飯田駅観光案内所内に、南信州地域の路線バス時刻表や乗継情報を検索できる、電子端末機を整備

し、主に来訪者に対する二次交通の情報案内を行う。 
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第２号議案 平成２８年度予算（案）について 

 

収入金額

支出金額

差引残額

H28予算 H27予算 比較増減 備　考

3,041,000 3,223,000 △ 182,000 南信州広域連合負担金　3,041千円

2,437,231 2,119,896 317,335 前年度繰越金

769 104 665

5,479,000 5,343,000 136,000

（単位：円）

H28予算 H27予算 比較増減 備　考

610,000 640,000 △ 30,000

報償費 210,000 435,000 △ 225,000 委員等報償費（幹事会２回、総会２回）

旅費 400,000 205,000 195,000 講師・委員等の旅費（幹事会２回、総会２回）視察研修旅費ほか

10,000 53,000 △ 43,000

消耗品費 10,000 53,000 △ 43,000 消耗品

250,000 40,000 210,000

通信運搬費 150,000 40,000 110,000 通信運搬費、振込手数料（アンケートほか）

使用料 100,000 0 100,000 高速道路使用料等

4,600,000 4,600,000 0

１　南信州公共交通システム認知度向上事業　800千円

２　情報提供事業                        　800千円
 
３　公共交通改善事業・利便性向上事業  　1,600千円

４　利用促進事業　　　　　　　　　　　    300千円

５　利用転換事業     　　　　　　　　　   600千円

６　結節点整備事業　　　　　　　       　 500千円

9,000 10,000 △ 1,000

5,479,000 5,343,000 136,000

予算の執行上必要があるときは、科目間の流用ができるものとする。

計

予備費

運営費

計

事業費

科　目

（支出）

役務費

需用費

平成28年度　南信州地域交通問題協議会　会計予算（案）

科　目

負担金

諸収入

繰越金

5,479,000 円

0 円

（収入）

5,479,000 円
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４ 報告事項 

（１）平成 27年度運行実績について（H27.4.1～H28.3.31） 

 

路線バス （単位：人）

支線

阿南線（阿南～飯田）
※温田線含む

平岡線（路線バス）

大鹿線

市民バス三穂線

大島循環線

H26 比　較

4月～3月 4月～3月 増減数

准基幹

前年対比

24,181

路線体系 路線名
H27

駒場線 228,467

阿島線

205,375 23,092

97.7%

1,927 214

22,322 1,859 108.3%

103.2%

△ 1,971

47,587 △ 3,045

84,406 86,377

遠山郷線 18,761 18,176 585

市民バス循環線

（右回り、左回り）

10,184 8,418 1,766

西部コミュニティバス 12,874 11,803

4,062 249 106.1%

市民バス千代線 3,109 3,180

121.0%

市民バス大休線 4,311

△ 71 97.8%

市民バス久堅線 2,672 1,874 798 142.6%

3,631 2,397 1,234 151.5%

10,030 1,525 115.2%

4,520 4,386

上片桐循環線 11,555

134 103.1%

生田循環線 5,478 6,226 △ 748 88.0%

生田線 8,990 10,827 △ 1,837 83.0%

6,160 867 114.1%

泰阜線 384 867

部奈線 7,027

△ 483 44.3%

阿南町民バス 8,581 6,279 2,302 136.7%

伍和・智里東 6,213 7,214 △ 1,001 86.1%

5,920 △ 444 92.5%

清内路巡回 8,156 7,911

春日・智里西 5,476

245 103.1%

浪合巡回 1,603 2,101 △ 498 76.3%

天龍村営バス 4,328 79 101.9%

21,906 108.0%

小 計 128,366 126,701 1,665 101.3%

1,071 109.1%

4,249

111.2%

111.1%2,141

小 計 297,190 275,284

44,542 93.6%

基 幹

資料№４ 
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路線バス （単位：人）

25,620 105.1%

乗合タクシー （単位：人）

△ 660 97.4%

24,960 104.8%

支線

准基幹

支 線

路線名

H27 H26 比　較

4月～3月 4月～3月 増減数 前年対比

99,186 97,137 2,049 102.1%

路線体系

堀越線 1,449 1,837 △ 388 78.9%

氏乗線

79.7%

壬生沢線 350 167

佐原線 1,754

183 209.6%

2,201 △ 447

福島線 241 296 △ 55

166.9%滝川阿島北線 1,752

81.4%

壬生沢福島線 442 85.2%

バス（福祉バスを除く） 524,742 499,122

1,050 702

519 △ 77

小 計

4,574 4,494 80 101.8%

喬木大島線 2,590 2,890 △ 300 89.6%

路線体系 路線名
H27 H26 比　較

4月～3月 4月～3月 増減数 前年対比

上市田線 2,685 2,550 135 105.3%

平岡線（乗合タクシー） 3,813 4,066 △ 253 93.8%

かざこし線 2,110 2,234 △ 124 94.4%

三穂線 3,585 3,405 180 105.3%

川路線 1,643 1,560 83 105.3%

竜東線 8,000 8,635 △ 635 92.6%

遠山郷線 608 545 63 111.6%

上村線 170 203 △ 33 83.7%

下栗線 243 318 △ 75 76.4%

須沢線 155 136 19 114.0%

上島線 16 38 △ 22 42.1%

八重河内線 1,314 1,312 2 100.2%

乗合タクシー（通学支援タクシーを除く） 24,342 25,002

524,124549,084合　計

小 計 6,498 6,616 △ 118 98.2%

小 計 17,844 18,386 △ 542 97.1%
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〔考察〕 

バスの利用実績は平成 27年度も増加している。特に駒場線では、23,092人の前年度増となり、

全体利用者数の 43.5％を占めている。定期券販売実績からも、駒場線での販売枚数が伸びている

ことから、西部方面から飯田市内の高校へ通う学生や、飯田市内及び北部方面から阿智高校へ通

う学生の利用者が増加しているものと推測される。 

准基幹路線及び支線では、地域により増減はあるものの、全体利用者数は前年度よりも増加し

ており、地域の移動手段として利用が拡大している。 

乗合タクシーは、全体で 24,342 人、前年度より 660 人の減少となり、平成 20 年に運行を開始

してから始めての減少となった。この要因としては、利用者が固定化され、新規での利用者が増

えていないことが推測される。今後は、地区別の時刻表の作成や、はじめて利用する方でも気軽

に利用しやすくなるような取り組みを行い、多くの方に身近な移動手段として利用されることを

目指す。 

今後も引き続き、利用者の需要の把握や利便性向上を推進し、更なる利用者の増加に努めたい。 

 

（１－２）H27年度学生・一般属性別輸送実績（H27.4.1～H28.3.31） 

 

 

〔考察〕 

学生と一般利用者の属性を把握している北部地域の一部路線において利用層の分析を行った。 

 壬生沢線、滝川阿島北線については、利用者数の増加とともに学生の利用者も多くなってい

る。堀越線、佐原線、壬生沢福島線においては、一般の利用者が多く生活路線として利用が定着

しているものと推測できるが、利用者数の減少がみられるため、地域別に利用促進活動を積極的

に実施し、利用者層及び利用者数の拡大に努めたい。また、対象者を絞って利用促進活動を展開

するためにも、引き続き利用層の把握と分析の検討を行う必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸送数
（4月～3月）

占有率
輸送数

（4月～3月）
占有率

輸送数
（4月～3月）

占有率
輸送数

（4月～3月）
占有率

支線 堀越線 321 22.2% 1,128 77.8% 381 20.7% 1,456 79.3%

〃 佐原線 327 18.6% 1,427 81.4% 721 32.8% 1,480 67.2%

〃 壬生沢線 344 98.3% 6 1.7% 158 94.6% 9 5.4%

〃 福島線 240 99.6% 1 0.4% 275 92.9% 21 7.1%

〃 壬生沢福島線 112 25.3% 330 74.7% 204 39.3% 315 60.7%

〃 滝川阿島北線 1,594 91.0% 158 9.0% 971 92.5% 79 7.5%

合　計 2,938 49.1% 3,050 50.9% 2,710 44.6% 3,360 55.4%

路線体系 路線名

H27 H26

学生 一般 学生 一般
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（２）定期券、バス・乗合タクシー回数券販売実績について（H27.4.1～H28.3.31） 

 

〔考察〕 

利用者数の増加にあわせ、定期券販売枚数は前年度と比べ 256 枚増加した。特に学生定期の販

売額は 4,398,000円増加している。また、一般定期券に関しても販売額が増加していることから、

住民の公共交通に対する関心が高まっているものと推測される。引き続き学生を中心とした利用

促進活動を実施するとともに、通勤層に対する利用転換事業を展開し、利用者層の拡大に努めた

い。 

定期券販売枚数（系統別） （単位：枚）

定期券販売額 （単位：千円）

大休線 8 0 8 皆増

4 157.1%

久堅線 4 0 4 皆増

1 1 皆増

千代線

路線名・系統名

11

H27 H26 比　較

4月～3月 4月～3月 増減額 前年度比

2,681 2,540 141 105.6%

飯田市（学生） 28,766 24,368 4,398 118.0%

合　計 31,447 26,908 4,539 116.9%

合計 2,2572,513

飯田市（一般）

125.5%

50

111.3%

100.0%

107.3%

遠山郷線

41

平岡線

三穂線 0

7

市立病院経由駒場線

路線名・系統名

駒場線

増減数

▲ 37

1,503

193

前年度比4月～3月

14

4月～3月

109.7%

比　較

駒場線飯田高校系統

116.2%1,294

69

阿島線

55

0113

H26

517

230

H27

567

83.9%

209

44

113

3

256
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〔考察〕 

回数券の販売額は、前年度に比べ、路線バスでは 1,561,000円、乗合タクシーは 79,000円増加

している。今後も引き続き、回数券のお得感を周知し販売促進に努めたい。 

回数券販売額 （単位：千円）

（単位：千円）

天龍村営バス神原線回数券

販売実績 100 86 14 116.3%

816

大鹿村運行路線バス回数券

（敬老）販売実績

西部ｺﾐｭﾊﾞｽ運行路線バス回

数券販売実績

飯田市運行路線バス回数券

（一般）販売実績

乗合タクシー回数券販売実績

122

H27 H26 比　較

H27 H26 比　較

4月～3月 4月～3月

乗合タクシー回数券販売実績 2,070

4月～3月

412 756

増減額 前年度比

103.8%2,149

5,318 4,502 118.1%

4月～3月

2,192 2,384

合　計 20,630 19,069 1,561 108.2%

増減額 前年度比

79

142 ▲ 20 85.9%

206 104.5%

▲ 344 54.5%

阿智村運行路線バス回数券

販売実績

松川町運行路線バス回数券

（一般）販売実績 4 4 0

▲ 192 91.9%

下伊那南部運行路線バス回

数券販売実績 4,832 4,626

100.0%

松川町運行路線バス回数券

（学生）販売実績 133 177 ▲ 44 75.1%

飯田市運行路線バス回数券

（学生）販売実績 7,517 6,392 1,125 117.6%




